
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 泥遊びでも、子ども達が言葉を交わして遊ぶ場面が増えてきまし

た。「貸して」「ちょっと待ってね」「ここに入れていい？」「いい

よ」と相手を思い玩具の貸し借りをしている姿に成長を感じていま

す。思いを共有し一緒に泥ジュースを作ったり、お店屋さんごっこ

をしたりし楽しんでいます。引き続き夏ならではの遊びを通して、

友達や保育者と言葉を交わしながら遊ぶ楽しさを味わうことが出来

るといいなと思っています。 

ぱんだ組通信 
R8.7.21 

ままごと遊び 
 ぱんだ組ではままごとコーナーが人気で、お気に入りのスカートやエプロンを身に付け遊ぶ姿が見られていま

す。その中でお友達を誘い一緒に言葉を交わしながら遊ぶ場面も多く見られるようになってきました。うまく言葉

で伝わらない時は、保育者が代弁することでイメージを共有しやすくなり一緒に遊ぶ楽しさを味わえている姿がみ

られていますよ。 

 
ここに 

入れるね。 
 

ジュース 

作ってるよ♪ 

 
ごちそう 

入るかな？ 

泥遊び 

 安心安全とした環境の下、泥遊びが出来るよう日々心掛けています。日差しが強い日にはテントを利用し日陰を

作ったり、水分補給をこまめに促したりと工夫しています。初めは泥や砂が手に付くことが嫌だった子どもたちで

したが、泥遊びを繰り返す事で少しずつ慣れ砂と水を混ぜたりし感触を楽しんでいる姿が見られていますよ       

 
お買い物 

行ってきまーす♡ 

樋から流れる水を

ジョウロで汲み水

の出し入れを楽し

んでいます。 

大きな水たまりに

ジャーンプ！泥のし

ぶきが上がること

を喜んでいます♪ 

 「まぜまぜするね」 

 「じゃあお水入れるね」 

ゆっくり、ゆっくり、水た

まりに入り、水の冷た

さや泥の感触を確かめ

ていました。 

お水のあるお池に腰を

掛け、足をバタバタさ

せ、水しぶきが上がった

り、音が鳴ったりするこ

とを喜んでいます。 


